
●主 催 社会福祉法人 日本保育協会・日本保育協会 女性部

日本保育協会 石川県支部

●後 援 厚生労働省(予定)・石川県・金沢市・社会福祉法人石川県社会福祉協議会

●会 場 石川県立音楽堂（メイン会場）

金沢市昭和町20-1（金沢駅東口 徒歩１分）TEL：076-232-8111

ホテル日航金沢（懇親会・分科会）

金沢市本町2-15-1（金沢駅東口 徒歩３分）TEL：076-234-1111

ホテル金沢（分科会）

金沢市堀川新町1-1（金沢駅東口 徒歩３分）TEL：076-223-1111

●会場周辺図

すべての 子どもの！「最善の利益の尊重」に向けて

子ども・子育て支援新制度が、「すべての子どもたちが、笑顔で成長していくために。すべての家

庭が安心して子育てでき、育てる喜びを感じられるために」という理念のもとで、平成27年４月に

本格スタートします。

児童福祉法や教育基本法、子ども・子育て支援法及び子どもの権利条約に基づいて、私たち大人

や社会が、すべての子どもに対して保障すべき事は、子どもの「最善の利益の尊重」であることは

言うまでもありません。故に私たち教育・保育者は、それぞれの地域や現場に合った教育・保育を

考え、一人一人の子ども、一つ一つの家庭や地域を尊重したうえで、保育園・認定こども園の運営

や、養護を基にした教育・保育内容を高めるための研鑽を積み重ねていかなければなりません。

加賀百万石の城下町風情を残す、石川県金沢市においての本研究集会では、子どもの「最善の利

益の尊重」のために必要な環境を「社会的環境」「人的環境」「物的環境」の三つととらえたうえで、

大会全日程を通してのキーワードとして、新制度の中で必要なこと、実践していかなければならな

いことを明らかにしたいと思っています。

石川県支部会員一同、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げています。

保育を高める研究集会 開催要領第29回

金)26日(平成27年6月24日(水)～

平成27年３月10日 保 育 界 第487号付録
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●対 象 保育所(園)・認定こども園理事長・所(園)長、保育士・保育教諭、保育所(園)・認定

こども園職員等

●定 員 800名

●参加費 研究集会 20,000円 懇親会 12,000円

※６月25日(木)17：30～19：00 ANAクラウンプラザホテルで全国女性部長会を開催します。

●研修内容

【6月24日（水)】

行政説明 厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課

鼎 談 「新制度と社会福祉法人のあるべき姿」

新制度実施についての、国の方向性の確認と今後想定される問題点を探るとともに、社会

福祉法人制度改革における、保育のみに携わる小規模な社会福祉法人の特殊性と、将来の

あるべき姿を考える。

登壇者 自由民主党衆議院議員 馳 浩 氏（予定）

厚生労働省社会・援護局長 鈴木 俊彦 氏（予定）

日本保育協会石川県支部長 木村 昭仁

【6月25日（木)】

パネルディスカッション

「国・地方・保育現場、各々の役割と課題」

新制度下における、国・地方・保育現場の各々の立場や役割を明確化し、今後のあるべき

方向性や課題と解決策を考える。

パネラー 内閣府少子化対策担当参事官 長田 浩志 氏

文部科学省初等中等教育局幼児教育課

日本保育協会石川県支部長 木村 昭仁

コーディネーター 保育システム研究所代表 吉田 正幸 氏

●タイムスケジュール
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分科会

第1分科会 「保育と教育を高めるシステムを考える」

午前中のパネルディスカッションに引き続き、パネラーの方々を講師として、今後の子ど

もたちを取り巻く環境を鑑みたうえで、保育と教育を高めるシステムについて、更に議論

を深めていきたい。

講 師 内閣府少子化対策担当参事官 長田 浩志 氏

文部科学省初等中等教育局幼児教育課

コーディネーター 保育システム研究所代表 吉田 正幸 氏

第2分科会 「子どもにとっての豊かな遊びを考える」（日本保育協会女性部企画）

生後10か月ごろにイメージが誕生すると、子どもは外界に働きかけ、認知・言語・社会性

が育まれていく。子どもの主体的な活動としての遊びに保育者はどのように援助したら子

どもが伸びるのかを考える。

講 師 十文字学園女子大学理事・特任教授

お茶の水女子大学名誉教授 内田 伸子 氏

第3分科会 「新時代の保育環境の実際 ～養護的側面からみる保育の環境構成～」

一人ひとりに家庭があり、家族がいる。様々な家庭模様の中で、子どもの情緒の安定を第

一義にした養護的側面からみた環境の実際を様々な事例を通して、これから求められる人

的、物的、社会の環境構成を再考する。

講 師 社会福祉法人五豊会理事長

純真短期大学こども学科客員教授 豊永 せつ子 氏

第4分科会 「園庭・室内環境から保育の質を考える」

環境を通した保育の重要性は、理解されているところであるが、「子どもにとっての豊かな

環境」とはどのようなものか？園庭・室内環境を構成する要素、また、外してはいけない

ポイントを踏まえて、各園でできる取り組みと将来像を描く。

講 師 東洋大学ライフデザイン学部准教授 高山 静子 氏

株式会社アネビー開発部部長 横山 諭 氏

第5分科会 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説書を読み解く（石川県版）発表」

日本保育協会石川県支部では、石川県の委託事業として保育現場の実践例を基に、幼保連

携型認定こども園教育・保育要領解説書を読み解く（石川県版）を作成した。その内容理

解と実践活用を考察する。

講 師 東京家政大学特任教授・武蔵野大学客員教授 網野 武博 氏

金城大学短期大学部幼児教育学科教授 和泉美智枝 氏

北陸学院大学人間総合学部教授 虹釜 和昭 氏

第6分科会 「保育者の関わりから保育の質を考える」

保育園の乳児（0、1、2歳児）の生活場面に溢れている、豊かな保育者の関わり、そこ

にスポットを当て、G3保育環境研究会の会員保育園で実践している0～2歳児の生活場面

を映像でみながら、さらなる豊かな人的環境を「環境プラス」の視点を入れながら楽しく

考える。同研究会は若手園長を中心に結成された自主的な研究会。“全ての園児に、より良

い環境を”と願い、最近では大学教授等も加わり、ますます活動の場を拡げている。

講 師 G3保育環境研究会代表 森本 信也 氏

同研究会会員 落合 陽子 氏 他同研究会会員の方々
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第7分科会 「子どもの成長と絵本」

人が本好きになるかどうかは、その人が幼い頃にどんな本と出会うことができたか、とい

うことにかかっている。つまり、園の時代に、どんな絵本を先生に読んでもらったかとい

うことが、一人の人間の読書の方向を定め、生き方を決めていく大きなポイントとなる。

具体的に幾冊かの絵本を丹念に見ることによって、すぐれた絵本の、すぐれたポイントを

探っていく。また、最近のメディアと絵本についても、相対するものとして考える。

講 師 児童文学作家・元福音館書店編集部長 斎藤 惇夫 氏

【6月26日（金)】

活動報告 社会福祉法人日本保育協会常務理事 萩原 英俊 氏

特別講演（対談)「子ども・ことば・詩」

日本を代表する絵本・児童書の出版社「福音館書店」は、ここ金沢の地で誕生した。福音

館が生み出してきた数々の名作絵本のなかでも、詩人・谷川俊太郎氏による作品は、まっ

たく新しい絵本の可能性を拓いてきた。谷川氏にとって絵本とは何か、そして子どもとこ

とばについて、たっぷりと語ってもらう。児童文学作家であり、かつて福音館の名編集者

であった斎藤惇夫氏との対談を楽しんでいただく。

講 師 詩人 谷川 俊太郎 氏

児童文学作家・元福音館書店編集部長 斎藤 惇夫 氏

【講師プロフィール】

＜谷川 俊太郎 氏＞

1931年東京生まれ。

1952年第一詩集『二十億光年の孤独』を刊行。1962年「月火水木金土日の歌」で第四回日

本レコード大賞作詞賞、1975年『マザー・グースのうた』で日本翻訳文化賞、1982年『日々

の地図』で第34回読売文学賞、1993年『世間知ラズ』で第１回萩原朔太郎賞、2010年『トロ

ムソコラージュ』で第１回鮎川信夫賞など、受賞・著書多数。詩作のほか、絵本、エッセイ、

翻訳、脚本、作詞など幅広く作品を発表。近年では、詩を釣る iPhone アプリ『谷川』や、

郵便で詩を送る『ポエメール』など、詩の可能性を広げる新たな試みにも挑戦している。

著書に『定義』（思潮社）『自選 谷川俊太郎詩集』（岩波書店）『はだか』（筑摩書房）『マ

ザー・グースのうた』全５集（草思社）『みみをすます』（福音館書店）など多数。

絵本の仕事に『あな』『わたし』『めのまどあけろ』『ことばあそびうた』（以上、福音館書店）、

『もこ もこもこ』（文研出版）『これはのみのぴこ』（サンリード）などがある。

＜斎藤 惇夫 氏＞

1940年新潟県新潟市に生まれる。福音館書店入社後、編集に携わり、その後専務取締役編

集担当役員に就任。現在、児童文学者として活躍中。1971年『グリックの冒険』（岩波書店）

にて日本児童文学協会新人賞受賞。1979年『冒険者たち』（岩波書店）にて国際アンデルセン

賞優良作品賞受賞。1983年『ガンバとカワウソの冒険』（岩波書店）にて野間児童文芸賞、国

際アンデルセン賞優良作品賞受賞。2000年専務取締役を最後に福音館書店退社。現在は創作

活動に励む一方、子どもの文化について積極的に発言している。

著書に、『グリックの冒険』『冒険者たち』『ガンバとカワウソの冒険』『哲夫の春休み』（岩

波書店）、『現在(いま)、子どもたちが求めているもの―子どもの成長と物語』『子どもと子ど

もの本に捧げた生涯―講演録 瀬田貞二先生について』（キッズメイト）、『いま、子どもたち

があぶない！―子ども・メディア・絵本』（古今社）などがある。
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●懇親会【 6月 24日（水）】 12, 000 円

研究集会1日目の懇親会の参加をご希望の方は、申込書にご記入下さい。

●宿泊施設

宿泊施設はＪＲ金沢駅を中心に11のホテルに分宿となります。

ご希望の方は、申込書にご記入下さい。（申込記号にてご記入下さい。）

※平成 27年 3 月 14日の北陸新幹線開業に伴い、市内ホテルが大変混雑いたしております。

お早めにお申し込み下さい。

●昼食【 6月 25日（木）】 一食あたり 1, 500円

研究集会2日目のご昼食をご希望の方は、申込書にご記入下さい。
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●夕食【 6月 25日（木）】

●ご旅行条件（要約）他
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申込締切日：平成 27年 5月 15日(金)


